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• レーザー強度が1015-16 W/cm2付近のレーザープラズマ相互作用(LPI)は，パラメ
トリック不安定性によるレーザー光の粒子的な吸収・散乱がプラズマの流体的な
現象に影響を及ぼす中間的な領域である． 

• 中間的領域でのLPIを理解するために，PICを用いて発生する高速電子に着目
し，高速電子を特徴づける物理量である平均エネルギーThとエネルギー流束Fhに
ついて解析を行なった． 

• 結果は，Th,Fh共にレーザー強度に強く依存し，プラズマスケール長への依存性は
弱いものの変化点を持つようなべき乗より複雑な関数によるモデル化が必要であ
ると分かった．
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Th,Fhのレーザー強度依存性

フィッティング係数α，βのプラズマスケール長依存性
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PIC内で観測した電子の 
エネルギースペクトル

中間的領域でのレーザープラズマ相互作用の模式図

高速電子


